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会社説明

株式会社AgriZen（アグリゼン）
2023年4月設立

社名の由来：agriculture「農業」と「日本人が愛する禅の心」を掛け合わせた造語

コンセプト：日本の恵まれた自然と、代々受け継がれてきた技術を“食”で表現

事業内容：加工食品開発・販売
飲食事業全般のオペレーション支援事業
メニュー提案



会社説明

専属シェフの紹介

御﨑喜嗣
西洋料理

経歴

長崎県長崎市出身

1991年全国選抜氷彫刻太宰府大会 優勝
1992年氷殿刻世界大会カナダ大会 銅賞、製作者賞
1995年天皇皇后両陛下料理シェフ
2000年世界料理オリンピックドイツ大会 銀賞、銅賞
2013年ななつ星in九州クルーズトレインシェフ歴任
2014年優れた技能者長崎県知事表彰長崎マイスター

江口健吾
和食料理

経歴

長崎県五島市出身

1985年 いけす割烹松活入社
1997年 日本料理海幸入社
2000年 同社料理長就任
2005年 嬉野温泉松園入社
2005年 同社料理長就任
2017年 和食左近 独立開業



会社説明

株式会社Re-set
2022年6月設立

食糧難不足に立ち向かうと同時に、徹底的な無添加農業拘り健康的な身体作りに重視して参ります。
私たちとご一緒に働いて頂く方々は、障がい者の方々や高齢者・シングルマザーの女性そして、
大学生起業家及び現役大学生を中心に地球への恩返しを実現して参ります。

事業内容：農福連携コミュニティ事業
パラリアンアート支援事業
起業家育成支援事業
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輸入農産物との競争
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農業従事者の数は1960年代から著しく減少し続けている。若い世代の農業離れも深刻。
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被害総額は年間で数千億円に上ることも。
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収益性が低下している農家も多い。
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貿易圏の拡大により安価な輸入農産物が増加し、日本の農産物市場シェアを圧迫。
収益性が低下している農家も多い。

農業機械の自動化率や ICT技術の導入率は先進国の中で比較的低い。
生産性の向上が限定的になっている場合がある。
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ヘルシー志向やビーガン・ベジタリアン向けのメニューの需要も高まる。
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ヘルシー志向やビーガン・ベジタリアン向けのメニューの需要も高まる。

為替の変動や国際的な物流の混乱により、食品原材料の価格が高騰。
特に小規模な飲食店の収益を圧迫。
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今後の事業展開

技術導入
物価対策
嗜好の変化

農地開拓
自然災害への対策

高齢化と人手不足
農業生産法人設立・管理・運営

設立意義：
法人化により若者の就職先の選択肢として農業を。
法人格保有による信用度の獲得と大規模設備投資や融資を優位に進める。
これにより農業に関心のある若年層の集約と農地開拓に結び付ける。

協力者：玖珠町原農園様

大分県玖珠町の皆様との意見交換会実施状況

原農園様公式HP
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フードロスゼロを目指す食材リサイクルビジネス

「ゼロ・アグリゼン(仮称)」
コンセプト：
昨今の気温上昇に伴い青果として販売できない食材や、余剰食品や廃棄食材を活用し、
新たな加工食品を開発・販売するビジネス。
これによりフードロス削減を目指し、自然災害への対策と環境保護に貢献する。

協力会社：植木商店 様、酒見農産 様

博多あまっコーンのペースト植木商店木の葉モール店
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高齢化と人手不足

室内で育てる

「発芽ニンニク水耕栽培」
メリット：室内環境にて栽培を行うため、自然災害による被害を受けない。
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健康志向の食材とデリバリーサービス

「アグリゼンデリバリー(仮称)」
コンセプト：
健康志向の人々に向けた、低カロリー・高栄養価の食材を使ったデリバリーサービス。
地域の農産物を基に、体に優しい料理を提供する。
国内外を問わず、幅広いニーズにお応えする。
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農業と食をテーマにした

「アグリゼンフードツーリズム(仮称)」+ 人手不足

コンセプト：
農業体験を中心にした観光プログラムを提供し、地域の農産物を味わえるイベントを開催。
国内外を問わず観光客に「生産と消費」を直結させた体験を提供することで、地域活性化に貢献。

特徴：
農業体験: 農場での収穫体験や、地元の伝統的な料理作りのワークショップを開催。
地域食材の特別ディナー:地元食材を使ったスペシャルディナーを提供し、地域の魅力を最大限に伝える。
地域ブランドの確立:地域ごとの特色を活かした食や観光プログラムを提供し、その地域ならではのブランド化を図る。

画像生成：Chat-GPT 4oより
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地元農業、企業と連携した

「ルーラルファームカフェ(仮称)」+ 人手不足

コンセプト：
その場で収穫した新鮮な野菜や国内外で仕入れたハーブを使ったカフェを運営するモデル。
消費者に「生産」と「消費」の一体感を提供する。

提供元：スリランカ紅茶農園 様
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オンラインとリアルの融合

「アグリゼンプラットフォーム(仮称)」+ 人手不足

コンセプト：
老若男女でジャンル分けをし、農業と食をオンラインで学べる環境の整備。
農業生産者と消費者をオンラインプラットフォームで繋げ、直接販売や農業体験を提供。
テクノロジーを活用して消費者のニーズをリアルタイムで把握し、農業の効率化を図る。

特徴：
オンライン料理教室：AI技術を活用した新しい料理教室動画の作成。農業と食に関心のあるあらゆる年齢層を取り込む。
ライブ農業:生産者がリアルタイムで農作業の様子をライブ配信し、消費者がその場で注文や質問をできるインタラクティブなシステム。
オンラインマーケットプレイス:地元の食材をオンラインで販売し、消費者が簡単に地域の農産物を購入できる場を提供。
農業体験のバーチャル化:バーチャルリアリティを使って、消費者が遠隔地でも農業体験を味わえる仕組みを作る。

お子様向け動画配信
主婦層向け動画配信
調理師志望者向け動画配信
ご年配者向け動画配信
海外向け動画配信

提供元：株式会社Garoop様
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・発芽ニンニクの取り扱い

皆様へ

・ケータリングのご案内

・加工食品開発のお手伝い

・メニュー開発のお手伝い
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・ケータリングのご案内

・加工食品開発のお手伝い

・メニュー開発のお手伝い

皆様へ

グランドマスターズカフェ百道

〒814-0001
福岡市早良区百道浜1丁目3-70
ザレジデンシャルスイート福岡1F
TEL・FAX 092-852-7788

公式インスタグラム
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最後に

財界九州10月号
(2024年9月20日発売)
掲載箇所：120ページ

ご清聴有難うございました


